
平成 29年 9月 19日 
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～ 環境に配慮した取り組み ～ 
 

女性ユニフォームのリサイクルを実施しました！ 
 

京都銀行（頭取 土井 伸宏）は、本年４月に女性行員のユニフォームを更新いたしま

したが、旧デザインのユニフォームをすべて回収し、リサイクルしましたのでお知らせ

いたします。 

 当行では、平成２０年３月に「環境方針」を制定、本部役員で構成した「環境会議」

ならびに本部組織横断的な「環境委員会」を設置し、環境問題を経営の重要課題として

認識して環境保全に取り組んでおります。 

今年度からは、新たに策定した「第三次環境プラン（平成 29 年度～平成 31 年度）」

に基づき、引き続き積極的に環境保全に取り組んでおりますが、今回のリサイクルも 

その一環として実施したもので、回収した約３５，０００着のユニフォームは、自動車

用内装材等の再生フェルトの原料に再生利用されました。 

記 

１．リサイクル対象ユニフォーム 

平成２９年３月まで着用した女性行員のユニフォーム 

（ジャケット、ベスト、スカート、スラックス、長袖ブラウス、半袖ブラウス、アスコットタイ） 

 

２．ユニフォーム回収内容 

（１）対象人数 

約２，０００名（役職者を除く当行女性従業員、グループ会社女性職員） 

（２）回収着数 

約３５，０００着 

（３）回収重量 

約６，８００㎏ 

 

３．リサイクルの内容 

「マテリアル・リサイクル（※）」によって、自動車用内装材等のフェルトの原料に

再生利用されました。 

※「マテリアル・リサイクル」… 使用済み製品等を回収し、利用しやすいように処理

して新しい製品の材料や原料として使うこと。 
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＜ご参考＞

 

「第三次環境プラン（平成２９年度～平成３１年度）」について 

数値目標  

電気、ガス、ガソリンの各使用量について平成２８年度を基準として 

毎年度１％以上の削減を目標とする。 

グループ会社全体で取り組む。 

 

銀行・グループ会社本体の取り組み 

○省エネ活動の推進 

・クールビズ、ウォームビズの実施 
・アイドリングストップ 
・エネルギー使用管理システムの活用 等 

○環境に配慮した店舗づくり 

・新築店舗等における環境配慮設備等の導入 
・既存店舗の省エネ改修 等 

○省資源化とリサイクル 

・行内廃棄文書類のリサイクル 
・ペーパレス化 等 

○情報開示 

・環境展示会などへの出展 
・ディスクロージャー誌、ホームページなどへ環境に関する取り組みを記載 等 

 

 

 

お客様、地域社会に向けた取り組み 

 

 

役職員の取り組み 

○森林保全活動 

・「日本の森を守る地方銀行有志の会」、「京都 
モデルフォレスト協会」への積極参加 

・「京銀ふるさとの森」「京銀まなびの森」の育成 
・「京銀ふれあいの森」における森林保全活動と
間伐材利用促進 等 

○環境配慮型商品・サービス 

・環境関連商品の推進 等 

○地域の環境プロジェクト等との連携 

・地域密着型エネルギー会社との連携 等 

○家庭でのエコライフ 

・家庭における節電への取り組み 等 

○環境ボランティア 

・「京銀ふるさとの森」、「京銀ふれあいの森」、

「京銀まなびの森」などの環境ボランティア

活動への参加 等 

以  上 


